富士山、青木ヶ原樹海及び御坂山系を中心とした
富士河口湖町・上九一色村の

森林・山岳資源の保全と活用に関する基本計画策定業務
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概要版

2005年11月　富士河口湖町・上九一色村合併協議会
富士河口湖町・上九一色村の位置と産業構造　　　                                    

位置
富士河口湖町は平成15年11月15日、山梨県河口湖町、勝山村、足和田村の1町2村が合併し誕生した新しい町であり、また平成18年3月1日には上九一色村南部地域（精進、本栖、富士ヶ嶺）も加わり、更に大きな町となる予定である。山梨県の南東部に位置し、首都圏の100km圏内であり、アクセスは快適である。富士箱根伊豆国立公園の地域に位置し、北に御坂山系、南に富士山を仰ぎ河口湖、西湖、精進湖、本栖湖を抱え、青木ヶ原樹海に代表される世界的にも価値の高い自然資源を有している。夏季は涼しく過ごしやすく、四季折々の自然を求めて国内外から多くの人が訪れる風光明媚な国際観光都市である。

産業構造
第一次産業が減少傾向にあり、第三次産業が基幹産業となっている。今後も観光関連施設等の整備充実や観光産業の活性化などにより、第三次産業の増加傾向が想定される。第三次産業の中でも観光が主産業となっており、経済的な波及効果が大きいという観光産業の特性からも今後も町の活性化のためには観光というキーワードを外して考えることはできない。また当地域の最大の観光資源は富士山、青木ヶ原樹海などを始めとする自然資源に他ならないため、観光産業の今後の発展のためには、自然資源の適正な保全による持続的な活用が最大の課題である。

本基本計画の考え方　　　　　　　　　　　　　　　                      　　　　     



本基本計画の基本方針

１　『保全と活用のバランスを取る』：保全か活用かという非現実的な二者択一ではなく、人間の幸福と持続可能な社会の構築という大目標を踏まえた現実的な資源保全・活用を目指す。

２　『持続可能な体制づくり』：資源を永続的に保全し活用できるように、施策を実行できる体制の構築、裏付けとなる財源の確保に努める。

３　『全世界的な視点』：富士河口湖町と上九一色村の地域活性化に資する計画とすることが第一義であるが、富士山は日本のシンボルであり当地域は日本を代表する観光地であるという特殊性も鑑み、資源の保全・活用にあたっては地域の独りよがりとならないよう全世界的な視点にも配慮する。

４　『エコツーリズムを基軸とした観光』：当地域の基幹産業は観光であることから森林・山岳資源の観光的価値を重視し、観光活用に関しては「自然環境や歴史文化を対象とし、それらを体験し学ぶとともに、対象となる地域の自然環境や歴史文化の保全に責任を持つ観光のありかた」であるエコツーリズムの考え方を基軸とする。

５　『客観的合理性に基づく施設整備』：資源の保全並びに適正な活用に役立つ施設は、計画論的視点や客観的データに基づいた合理性に極力基づいた上で必要性を判断し整備することとする。

６　『自然資源並びに取り組みの積極的ＰＲ』：自然資源並びにその保全・活用に関する取り組みを広く積極的かつ効果的にＰＲし、観光客誘致並びに地域のイメージアップに役立てる。
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